
思考ツールについて

本県教育委員会の示す情報活用能力一覧表の「思
考ツール」には、教科書に掲載されている思考ツー
ルを整理しています。そこに掲載している思考ツー
ル以外にも、様々な種類の思考ツールがあり、用途
や考える手順によって使うツールが異なります。
思考ツールの使い方や活用場面は様々です。思考
ツールを基本的な使い方にそって活用したり、発展
的に活用したりすることで、自由に思考を広げたり、
深めたり、新しい課題を発見したりする有効な手段
となります。発達の段階に応じ、基本的な使い方か
ら始め、発展的・自由に活用してください。
なお、思考ツールはＩＣＴとの相性がよく、ＩＣ
Ｔを用いることで大きな効果が期待できます。なか
には、思考ツールが使えるアプリケーションなども
存在しています。
この資料では、本県の情報活用能力一覧表に掲載
している思考ツールについて、その簡単な説

情報活用能力一覧表裏面 (https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500100/jyouhouka/d00213120_d/fil/jyoukatu0607b.pdf)

明を示すとともに、ＩＣＴで思考ツールを使用する
際に用いることのできるサンプルデータを用意して
います。また、思考ツールに関する動画へのリンク
集も用意しています。
それぞれの教科書等にも、思考ツールの説明や使
い方が掲載されているものもあり、それらとともに、
本資料を活用も検討してください。



フローチャート
（流れ図）
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物事の性質や特徴について、共通点
や相違点を整理、分析、比較するなど
に用います。

特徴に関する複数の
円を描き、その中に項
目を書き込むことで情
報を分類し、整理しま
す。あくまで、分類の
ために使用するもので、
整理したものをどう活
用するかが大切です。

ベン図の例：「冬」と「スポーツ」

ベン図 エリアの意味

Ｙチャート
Ｙチャートでは、３つの視点から対象について意
見を出し、新しい考えや課題を見いだすなどの活動
に使用します。グループワークでも活用できます。

例えば、工場見学で「見たこと」、「聞いたこ
と」、「思ったこと」の３点に分け、グループのメ
ンバーで意見を出し合いながら、チャート内に書き
込みます。

その後、出た意見を組み合わせたり、対比したり
しながら、まとめます。

見たこと

聞
い
た
こ
と

思
っ
た
こ
と

工場見学について

Ｘチャート（４視点） Ｗチャート（５視点）

対象をいろいろな角度から
多面的にとらえようとすると
きに使う思考ツールです。

Yチャートの例：工業見学について

類似のチャート

「ウェビングマップ」は、「ブレイン
ストーミング」と相性がよく、視覚的な
ブレインストーミングともいえます。意
見や考えを自由に連想して書き出し、二
重、三重に広げます。

主題となるトピックを中心にし、その
周りに、様々な視点で発想したことを書
き足し、丸で囲み、線で結ぶなどします。
自由に、視点を変えながら、どんどん発
想することがポイントです。

写真：ウェビングマップの例

アイデアを「広げてみる」ため
に使うツールです。「イメージ
マップ」とも呼ばれます。

ウェビングマップ

ある程度広がったら、グルーピング
したり、階層的に並べたり、別のト
ピックを中心に再考してみるなどして、
新しいアイデアを生み出します。

ウェビング
マップ



くま手
チャート

多角的な視点から物事を考え
る時に用いる思考ツールです。

ＰＭＩ 物事を多面的に評価し、分析す
ることで、意思決定をするのに役
立ちます。

ＰＭＩツール

「ＰＭＩ」は、意思決定のために開発されたツー
ルです。「Ｐ＝良いところ（Plus）」「Ｍ＝悪いと
ころ（Minus）」「Ｉ＝気になるところ（Interest）」
の３つの視点から印象や意見を書き込みます。「気
になるところ」については、良いか悪いか分からな
かったり、どちらともいえないけど気になることに
ついて書き込みます。

必ずしも意思決定をする場面だけではなく、その
他の場面での活用もできます。

二極的な判断をさせる場面では、同じ賛成・反対
でもどこが賛成・反対か、なぜそうなのかなど、少
し深く物事を深く考えることができます。

ＰＭＩ

「ピラミッドチャート」は、人に伝
えたい内容をしぼりこむときに使いま
す。伝えたいことや意見をできるだけ
多く書き出し、重要だと思うものを上
の段に書き、最上段にも最も重要だと
思うものを書き入れるようにします。

重要なものを選ぶ段階で、取捨選択
（選択したり、まとめたり、削除した
り）することで思考を深め、伝えたい
ことを表現します。

伝えたい内容をしぼりこむとき
に使う思考ツールです。

ピラミッド
チャート

ピラミッドチャート

町が
元気になる

住んだり訪れ
る人が増える

ショッピング
センターを作る

楽しみが
増える

大きな工場を作る
遊園地を作る

サッカー場を作る
マンション作る

町に楽しみ
が増える

○○町の広い空き地について

「くま手チャート」は、物事を複数の視点で

考えることで、思考が整理され、新たな気づき
を生み出すことができます。

物事に関連する事項やアイデア、提案などを
複数考え出す時に活用します。手の数を変化さ
せることで、考え出す数を変化させることがで
きます。また、複数の視点を設定し、その視点
に見合った答えを書き込むような活用も考えら
れます。

このような活用を通して、多角的な視点から
物事を考えることができるようになります。子
どもが自ら視点を設定できるようになればより

くま手チャート

また、複数の物事をメリットやデメリットで比較
するなどの活用も考えられます。

効果が上がるため、課題や目的と視点との関連
性について子どもたちと考えながら進めること
が大切になります。

給食になると

（例）PMIツールの活用

好きなものが食べられ
ない

給食の当番がある

親の負担が少なくなる

栄養が偏らない

給食の献立は誰が決め
てるの？

なんで究極があるの？

NHK for school より一部引用

（活用例）複数の視点の設定

テーマ 視点１

視点２

視点３

視点４
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項目

項目

項目



フィッシュ
ボーン図
（特性要因図）

フィッシュボーンでは、頭の部分に結
果を記入し、結果を変化させる要因を中
骨に示し、その要因の具体的な内容や、
可能性等について示す。

要因をどう変化させると結果がどう変
わるのか、また、よりよい結果を得るた
めにどの要因を変化させるかなどを検討
する。

要因と結果の因果関係を明確にするた
めにも活用されるツールである。

結果とその要因を整理したり、要因に
よってどのように結果が変わるかシミュ
レーションしたりする思考ツールです。

クラゲチャート

クラゲの「頭」の部分に主
張や自分が対象をどのように
感じているか、といった価値
観などを書き込みます。

「足」の部分に文章や資料、
自分の経験などを書き込むこ
とで主張についての理由や根
拠、要因を見つけたりするこ
とができます。

根拠どうしの関係も視覚的
にとらえることもできます。

。

主張の理由や根拠を見つ
けたり、自分の考えをまと
めたりするためなどに使う。

結
果
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具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容
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要因

要因

具体的な内容

具体的な内容

具体的な内容

クラゲチャート クラゲチャート例

テニス
スキル向上

ラリー力脚力

スマッシュ選球眼

腕の力軌道

芯を捉える回転

体幹強化打点

脚の速さ

脚さばき

初速

対応力

コントロール

体力

フィッシュボーン図の例 フィッシュボーン図

タイピング速度
が伸びない

入力が遅い
配置を

覚えていない 濁点の文字の
入力が苦手

記号の入力
が苦手

人差し指
ばかり使う

二次元表
（マトリクス）

一番上の行、一番左の列をそれぞれ「見出し」と
して使うことが多く、この見出しに整理の観点や対
象を書き、情報を整理するときに使います。

表内の枠に数値や事項、考えなどを書き入れます。
書き入れた後は内容に着目し、重なり、抜け、差、
法則などから、状態を把握したり、予測したりしま
す。

他にも、見出しのことについて、賛否や状態など
を記号や図で表現して整理することなども、内容に
よって効果的な書き方です。

比較的低学年から活用することができます。算数
や数学などで用いられるものは、数値が用いら

、二次元表（マトリックス）は、
情報を整理し、特徴を把握しや
すくまとめる「表」です。

マトリクスの例：情報源別の利点

れており、表から必要に応じて、グラフを作成する
こともできます。

マトリクス（記号での評価）の例：文化祭の出店



矢印や矩形等を用いて、物事の
手順や工程を表す図です。

フローチャート
（流れ図）

縦軸と横軸に観点を設けて、四象限で
事柄を整理したり、座標上に配置して比
較したします。

座標軸
(四象限)

ただし、思考ツールとして、考えを整
理したり、順序を簡易に示したりする場
合のフローチャートは、次の例のように
矩形で簡易に文字を囲み、矢印で流れを
示す方法でも、よく使用されています。
これらは、ステップチャートと別称で呼
ばれる場合もあります。

物事の順序を構造的に図に示します。
手順を詳細に分解して考えるときにも使
います。基本的には、手順を上から下へ
と順に示し、処理の流れを明らかにする
ものです。

日本での情報処理関連のフローチャー
トは、日本工業規格（ＪＩＳ）で標準化
されています。これは、コンピュータの
プログラム等の順序を他者と共有する際
に用いられます。その際には、ひし形を
用いて条件で処理を分岐させるなど、一
定のルールが設けられています。

フローチャート フローチャートの例

縦軸、横軸にどのような観点を採用
するかで、見え方が変わります。
また、算数や数学などで用いる
場合は、数値を厳密に扱いますが、

座標軸の例

思考ツールとして用いるときは、軸
の端の方では観点の程度が大きくな
り、反対側では程度が小さくなると
いったイメージが持てるようにする
ものです。感覚的、相対的に事柄を
配置し、情報を整理・分類、比較な
どをしたりします。

横軸に、時間的な観点をとって連
続的に変化をとらえたり、比較した
いものを設定することで、思考の整
理に活用することもできます。

また、グループで協働的に考えを
深めたり、議論しながら書き出し、

整理していくこともできます。

書き出した後、完成した座標軸
から特徴を見いだしたり、話し合
の視点を絞ったりすることが大切
です。

座標軸の例（四象限）



Ｙチャート

Ｘチャート

Wチャート

座標軸

座標軸（四象限）

ウェビングマップ

思考ツール サンプルデータ集

ＰＤＦ パワーポイント グーグルスライド キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

※二次元コードのクリック（タップ）でも開きます。

グーグルスライド

グーグルスライド

グーグルスライド

グーグルスライド

グーグルスライド

ＰＭＩ

ＰＤＦ パワーポイント キーノートグーグルスライド



思考ツール サンプルデータ集

ベン図（２つの円）

ベン図（３つの円）

フィッシュボーン図

ステップチャート

ピラミッドチャート

クラゲチャート

ＰＤＦ パワーポイント グーグルスライド キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

ＰＤＦ パワーポイント キーノート

グーグルスライド

グーグルスライド

グーグルスライド

グーグルスライド

グーグルスライド

※二次元コードのクリック（タップ）でも開きます。

くま手チャート

ＰＤＦ パワーポイント キーノートグーグルスライド



情報活用能力の育成に関する動画①

インタビューをすることで、
人から情報を得るにはどうし
たらいいのか？
人に話を聞く時のマナー、
キーワードでのメモの取り方
などを学ぶ。

（NHK for School）しまった！～情報活用スキルアップ～ （小学４～６年・中学／総合）①

タブレット端末などを使って写真
を撮影する時には、どんなことに
気をつければよいのか。
アップとルーズなど、映像の切り
取り方を工夫することで、よりよ
く情報を伝えられることを知る。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180232_00000

調べ学習に欠かせない、便
利なインターネット。ネッ
ト検索で、大量の情報の中
から、必要な情報にたどり
つくためのワザを学ぶ。

インターネットや本などで
集めた情報を、ふせんなど
のカードを使って整理する。
どうやって情報をカード化
し、またどう整理すると、
まとめる作業にうまくつな
がるだろうか。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180233_00000 https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180234_00000

調べた情報をまとめるために
効率的な方法とは？
ピラミッドチャートなどの
「思考ツール」を使って情報
を目に見えるようにして分析
する方法を学ぶ。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180235_00000

第６回 調べる インターネット検索

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180236_00000

自己紹介や意見の発表では、
どう話すと人に伝わりやすい
だろうか？
人の興味を引き付けるために、
すぐに役立つスキルを学ぶ。

みんなに情報を発表する場
「プレゼン」。
集めた情報を、プレゼン用に
スライドにまとめるにはどん
なワザがあるのか？
文字・写真・図を効果的に使
う方法を考える。

第１回 調べる インタビュー 第２回 調べる 写真撮影

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180231_00000

第４回 まとめる 情報を整理する第３回 調べる インターネット検索

算数、理科、社会科などで登
場する表やグラフ。
これらを使って、数字の情報
をわかりやすく整理する方法
を学ぶ。

第５回 まとめる 表とグラフで表現する

第７回 伝える 話す力を高める 第８回 伝える プレゼンテーションを作る

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180235_00000 https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180236_00000
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（NHK for School）しまった！～情報活用スキルアップ～ （小学４～６年・中学／総合）②

調べたことを伝えるのに便
利な「新聞」。
見る人に分かりやすく伝え
るための「構成」のコツや、
画像などの配置の効果につ
いて探る。

情報活用スキルをさらに高め
るために必要なのは、「伝え
る相手」を意識すること。
伝える内容を「具体的」にし
て、より情報を相手に伝わり
やすくするワザを学ぶ。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180180_00000

第９回 伝える 新聞を作る 第１０回 伝える 具体的に伝える

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180239_00000

「小学1年生に上手なそうじのし
かたを説明しよう」をテーマに動
画作り。
タブレットを使い、撮影と編集。
取材・撮影・編集の過程で大切な
「動画作り成功のための３つのポ
イント」を学びます。

「取材」等で集めた情報から一番
伝えたいことを選び、動画のねら
いをしぼったら「撮影」へ。
カメラの位置を工夫したり、背景
を考えてとったり、見せたいもの
を上手にとるコツを学びます。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180438_00000

冬のテレビクラブ 動画で伝える技（１）動画作りに挑戦！ 冬のテレビクラブ 動画で伝える技（２）取材・撮影編

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180437_00000

撮影した動画をまとめる「編
集」作業についてです。
文字や記号で見やすくしたり、
説明する声を加えて分かりや
すくしたり、見る人により伝
わるような工夫を学びます。

冬のテレビクラブ 動画で伝える技（３）編集編

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180439_00000

情報活用能力の育成に関する動画②

各動画は「小学校４年生～６
年生」や「中学生」のように
学年と教科等が示されていま
すが、情報活用の基本スキル
や思考ツールの活用について
学ぶことができるものです。
ページによっては、児童・生
徒、先生向け教材・資料など
が用意されているものもあり
ます。

第１～１０回の番組の企画協

力者（大学教員や国立教育政

策研究所総括研究官等）のコ

ラム及び実践授業事例が掲載

されているＷｅｂページです。

番組活用コラム・授業例（Ｗｅｂページ）

https://www.nhk.or.jp/school/sougou/shimatta/origin/lesson.html

頭の中を整理して考えるとき
に役立つ「思考ツール」。
「イメージマップ」、「クラ
ゲチャート」、「フィッ
シュ・ボーン図」、３つの
ツールの使い方を紹介する。

イメージマップ、クラゲチャート、フィッシュ・ボーン図

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005320341_00000

様々な思考ツール（小３～６年生／総合）

２



（NHK for School）理科の見方・考え方（クリップ動画） （中学・高校／理科）

思考ツールの活用事例・解説の動画

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
ふしぎを見つけるなどするの
に分類するとき、Ｘチャート
やＹチャート、Ｗチャートを
使うと、気付かなかったこと
に気付きやすい。

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
予想をするために関係づけす
るとき、イメージマップを使
うと、根拠のある予想のため
の手がかりが見つけやすくな
る。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302180_00000&p=box

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
比較するとき、ベン図を使
うと特徴が整理しやすくな
り、考えやすくなる。

理科の見方・考え方「条件制御す
るとき」に役立つ思考ツール。
植物が育つのに必要な条件は、日
光、水、温度、肥料、空気？
マトリックスを使って条件を整理
する方法を紹介。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302179_00000&p=box https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302148_00000&p=box

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
実験案の優先順位を決めるた
めなどで比較するとき、「座
標軸」を使うと、２つの指標
に整理して比べられ、優先順
位が検討しやすい。

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302189_00000&p=box

「多面的に考えるとき」 フィッシュボーン図

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302193_00000&p=box

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
仕組みなどを分かりやすくす
る構造化するとき、コンセプ
トマップを使うと、複雑な構
造が整理でき、理解しやすく
なる。

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
探究の過程を評価するとき、
ＫＷＬチャートを使うと、探
究活動全体を振り返りやすく
なり、新たな課題も見つかり
やすくなる。

「分類するとき」Ｘチャート、Ｙチャート、Ｗチャート 「関連づけするとき」 イメージマップ

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302185_00000&p=box

「条件制御をするとき」「比較するとき」 ベン図

３

「比較するとき」 座標軸

「構造化するとき」 コンセプトマップ 「評価するとき」 ＫＷＬチャート

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302197_00000&p=box https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005302198_00000&p=box

理科の見方・考え方「思考
ツール編」。
結論を導くために多面的に考
えるとき、フィッシュボーン
図を使うと、複数の情報が整
理できて、より妥当な結論が
見つけ出しやすい。


